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研究要旨 
建築物衛生法が適用される特定建築物に対しては、建築物環境衛生管理基準として、温度、相対

湿度、気流、二酸化炭素、一酸化炭素、浮遊粉じん、ホルムアルデヒドの測定が規定されている。

厚生労働省では 1997 年から 2002 年までに 13 物質に対して室内濃度指針値を策定してきたが、2012

年以降、一般住宅の実態調査を行い、新たに室内濃度指針値を追加で設定等実施すべきかについて

検討がなされている。そこで本研究では、特定建築物における室内空気汚染化学物質の実態調査と

健康リスク評価を行った。また、近年における諸外国での室内空気質ガイドラインの動向について

も調査を行い、建築物衛生法における環境衛生管理基準を今後検討するための基礎資料とする。室

内空気質ガイドラインに関する国際動向の把握では、WHO、ドイツ、フランス、カナダにおける室

内空気質ガイドラインの設定状況を調査した。令和 3 年度以降に公表された室内空気質ガイドライ

ンでは、WHO が空気質ガイドラインを改正したことが大きな動きであった。粒子状物質（PM2.5、

PM10）、オゾン、二酸化窒素、二酸化硫黄、一酸化炭素の空気質ガイドラインが最新の科学的知見に

基づき改正された。ドイツでは、メタクリル酸メチル、ベンゾ-a-ピレン、アセトン、2-プロパノー

ル、一酸化炭素、塩化ビニルの指針値が新たに設定され、カナダではアクロレインと二酸化炭素に

室内空気質ガイドラインが設定された。フランスでは令和 3 年度に新たに設定された室内空気質ガ

イドラインはなかった。特定建築物における室内空気汚染化学物質の実態調査について、2020 年度

～2021 年度冬期で 130 件、2021 年度夏期で 111 件における 68 物質の室内濃度測定結果に対して健

康リスク評価を行った。その結果、冬期夏期ともに、二酸化窒素、塩化水素、ベンゼンのリスクが

総じて高かった。アクロレイン、1,2-ジクロロエタン、トリクロロエチレン、アセトアルデヒド、ト

ルエン、クロトンアルデヒド、クロロホルムでは、特定の事務所でリスクが高かったが、平均的に

はそれほどリスクは高くなかった。炭素数 9～18 の脂肪族炭化水素は冬期夏期ともに平均的にリス

クが高く、ホルムアルデヒドは夏期でリスクが高い傾向にあった。その他、平均的にリスクが高い

傾向にあったのは、冬期夏期のオゾン、冬期のエタノール、夏期の酢酸であった。 

 
 
研究協力者 

尾崎貴之（公社）全国ビルメンテナンス協会 

 

A. 研究目的 

建築物衛生法が適用される特定建築物（店舗、

事務所等の特定用途で延床面積 3000 ㎡以上の

建築物、同 8000 ㎡以上の学校）には、建築物環

境衛生管理基準の遵守、その管理実態の報告、

建築物環境衛生管理技術者の選任等が義務づけ

られている。建築物環境衛生管理基準では、温

度、相対湿度、気流、二酸化炭素、一酸化炭素、

浮遊粉じん、ホルムアルデヒドの測定が規定さ

れている。厚生労働省では、1997 年から 2002 年

にかけて、室内空気汚染化学物質による室内空

気汚染対策として、13 物質に室内濃度指針値が

策定された。そのことを踏まえて、建築物環境

衛生管理基準においても、2002 年にホルムアル

デヒドの管理基準が追加された。 

その後厚生労働省では、2012 年から室内空気

汚染問題に対する検討会が再開され、室内濃度

指針値を追加で設定等すべきかについて、検討

がなされている。主として一般住宅における実

態調査をもとに健康リスクの初期評価を行い、
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2-エチル-1-ヘキサノール、2,2,4-トリメチル-1,3-

ペンタンジオールモノイソブチレート（TMPD-

MIB）、2,2,4-トリメチル-1,3-ペンタンジオール

ジイソブチレート（TMPD-DIB）の 3 物質が指

針値策定の候補にあがるなど、検討が継続され

ている。 

そこで本研究では、特定建築物における室内

空気汚染化学物質の実態調査と健康リスクの初

期評価を行うことを目的とする。本研究で得ら

れた成果は、建築物衛生法における環境衛生管

理基準の検討に資するものであり、今後の建築

物衛生行政における施策の立案に寄与するもの

である。 

 

B. 研究方法 

B.1 諸外国における室内空気質ガイドラインの

動向 

国際機関や諸外国における室内空気質ガイ

ドラインに関する評価文書、関連学会の資料、

関連論文をインターネットおよび文献データベ

ースで調査した。世界保健機関本部（WHO 本

部）、世界保健機関欧州地域事務局（WHO 欧州）、

ドイツ、フランス、カナダを主な調査対象国と

した。なお、日本の室内濃度指針値の状況もあ

わせて報告する。 

 

B.2 特定建築物における室内空気汚染化学物質

の実態調査（全国規模の横断調査）と健康

リスクの初期評価 

B.2.1 研究デザイン 

近年、インターネットの普及に伴い、インタ

ーネットを利用した質問調査方法が普及し、喘

息やアレルギー疾患の有病率の疫学調査でも利

用されるようになってきていた。本分担研究者

も、インターネットを利用した化学物質高感受

性や循環器疾患に関する疫学調査で学術成果を

あげてきた。インターネット調査においても、

調査協力者に対して材料やサンプルを送付し、

室内環境の調査が可能である。 

令和 2 年度の冬期調査では、インターネット

を利用した質問調査および室内空気の採取を行

った。また、調査件数を確保するにあたり、自

記式調査票と空気採取管等を調査協力候補者へ

送付および回収する手法も併用した。それにあ

たっては、公益社団法人全国ビルメンテナンス

協会の協力を得た。なお、インターネット調査

では、特定建築物に入居する調査協力事務所の

確保数が乏しかったことから、令和 3 年度は、

被験者代行を業務とするモニター調査会社に依

頼して協力事務所の確保を行った。本研究は、

人体から採取された試料を用いない観察研究で

ある。 

 

B.2.2 調査対象と調査手順 

令和 2 年度は、既存のインターネット調査会

社である株式会社マクロミルに委託し、そのモ

ニター会員を調査対象とした。詳細は、令和 2

年度の分担研究報告書を参照されたい。アンケ

ート調査、空気採取、温湿度記録は 2020 年 12

月 14 日～2021 年 1 月 15 日に実施した。また、

調査件数を確保するにあたり、公益社団法人全

国ビルメンテナンス協会等の協力のもと、自記

式調査票と空気採取管等を調査協力候補者へ送

付し回収した。 

令和 3 年度の夏期は、令和 2 年度に直接調査

依頼を行った事務所に対して再度調査依頼を行

った。また、令和 3 年度夏期、冬期において、

株式会社エイジェックに 75 件の調査事務所の

確保を依頼した。調査では、管理者用アンケー

ト調査と事務所の空気採取と温湿度記録の依頼

を行った。 管理者用アンケートの調査票は、平

成 23～令和元年度の建築物衛生に関する厚労

科研で使用した調査票 1)-5)をもとに作成した。

空気の採取と温湿度の記録は、事務所に出社さ

れる任意の 1 日で、事務所での就業時間が 8 時

間以上となる日（例：9 時～17 時）に実施する

よう依頼した。夏期の調査は 2021 年 8 月 20 日

～2021年 9月 30日に実施した。冬期の調査は、

2022 年 1 月 20 日～2022 年 2 月 14 日に実施し

た。 

B.2.3 測定および分析項目 

室内の温度と湿度の測定を行った。また、68

の化学物質の分析を行った。分析結果の詳細は、

他の分担研究報告書を参照されたい。 

 

B.2.4 健康リスク評価方法 

調査で得られた室内濃度の統計値（算術平均

値、中央値、最大値）に対して、各物質の非発
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がんリスク評価値（RfC）を導出した。発がん物

質については、ユニットリスク（UR）から、日

本の環境基準で用いられている 10 万分の 1 の

過剰発がんリスク時のリスク評価値をRfCとし

て用いた。RfC に対して室内濃度を割り算して

曝露余裕度（MOE）を算出し、健康リスクの程

度を評価した。これらのリスク評価値は、国際

機関及び各国の関係省庁等が公表している評価

文書をもとに、最も信頼性のあると思われる亜

急性毒性、慢性毒性または生殖発生毒性の無毒

性量または最小毒性量を判断し、断続曝露から

連続曝露への換算、デフォルトで用いられる曝

露期間、最小毒性量、種差及び個体差に関する

不確実係数から導出した。ユニットリスクは、

国際がん研究機関の発がん性分類でグループ１

かつ発がんリスク評価が必要と判断される物質

について、国際機関及び各国の関係省庁が公表

しているユニットリスクを用いた。 

MOE が 1 未満であればリスク A（ハイリス

ク）、MOE が 1 以上 10 未満であればリスク B

（調査等要検討）、MOE が 10 以上であればリ

スク C（静観）と判定できる。これらのリスク

評価方法は、著者らが既往研究 6)-8)で行ったも

のである。 

 

（倫理面での配慮） 

本調査は、国立保健医療科学院研究倫理審査

委員会の承認（課題名：特定建築物における室

内空気中科学物質濃度の拡散サンプラーによる

全国調査：NIPH-IBRA#12310）を得て実施した。 

C. 研究結果および考察 

C.1 国内外における室内空気質ガイドライン

の動向 

日本における室内濃度指針値の状況を表１

－１に示す。日本では、1996 年に全国 230 戸の

住宅で実施されたホルムアルデヒドの室内濃度

の実態調査において、当時、WHO 欧州が公表し

ていた室内空気質ガイドライン 0.1 mg/m3（0.08 

ppm）を超えていた住宅の比率が約 25%強であ

った（安藤, 1997）。この結果を踏まえて、1997

年にホルムアルデヒドの室内濃度指針値が策定

された（厚生省, 1997）。また、1997 年から 1998

年にかけて 44 の揮発性有機化合物（VOC）の室

内濃度に関する全国規模の実態調査が行われ、

一部の家屋では室内空気汚染が高いレベルにあ

ることが明らかとなった（厚生省, 1999）。その

ため厚生労働省は、室内空気汚染の問題に対応

するため、2000 年から 2002 年にかけて「シッ

クハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会」

を開催し、13 種類の化学物質に対して室内濃度

指針値を策定した（厚生省 2000a, 2000b, 2001, 

2002）。 

その後 2012 年より、関係省庁や関係団体等の

シックハウス問題への取り組みに関するヒアリ

ングを行い、並行して諸外国等の室内空気質規

制の調査や居住環境における VOC 等の実態調

査を実施した結果を踏まえて初期リスク評価を

行った結果、2-エチル-1-ヘキサノール、2,2,4-ト

リメチル-1,3-ペンタンジオールモノイソブチレ

ート（TMPD-MIB）、2,2,4-トリメチル-1,3-ペンタ

ンジオールジイソブチレート（TMPD-DIB）に

対して室内濃度指針値案が提示され、キシレン、

エチルベンゼン、フタル酸ジ-n-ブチル、フタル

酸ジ-2-エチルヘキシルの室内濃度指針値改正

案が提示された。その後パブリックコメントを

経て、キシレン、DnBP、DEHP の室内濃度指針

値が 2019 年 1 月 17 日に改正された（厚生労働

省, 2019）。 

世界保健機関（WHO）の空気質ガイドライン、

ドイツ連邦環境庁の室内空気質ガイドライン、

フランス環境労働衛生安全庁（ANSES）の室内

空気指針値、カナダ保健省の室内空気指針値に

関する情報を収集した。 

令和 3 年度以降に公表された室内空気質ガイ

ドラインでは、WHO が空気質ガイドラインを

アップデートしたことが大きな動きであった。

粒子状物質（PM2.5、PM10）、オゾン、二酸化窒

素、二酸化硫黄、一酸化炭素の空気質ガイドラ

インが最新の科学的知見に基づき改正された

（表１－２）。 

粒子状物質と二酸化窒素においては、長期間

曝露（年平均値等）では全死亡（不慮の事故を

除く）を指標とし、5 パーセンタイル値を導出

して空気質ガイドラインを設定していた。また、

短期間曝露（日平均等）では、1 日の全死亡（不

慮の事故を除く）を指標とし、年平均値の空気

質ガイドラインに合致する日平均濃度の 99 パ

ーセンタイル値を推算し、その値をもとに空気
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質ガイドラインを設定していた。 

オゾンでもピーク季節のガイドラインにつ

いては、全死亡（不慮の事故を除く）を指標と

し、5 パーセンタイル値を導出して空気質ガイ

ドラインを設定していた。 

二酸化硫黄と一酸化炭素では、24 時間平均の

ガイドラインに対して、それぞれ 1 日の喘息に

よる入院や救急搬送・全死亡（不慮の事故除く）・

呼吸器疾患死亡、入院と心筋梗塞による死亡を

指標として空気質ガイドラインを設定していた。 

諸外国では、ドイツ連邦環境庁がメタクリル

酸メチル、ベンゾ-a-ピレン、アセトン、2-プロ

パノール、一酸化炭素、塩化ビニルの室内空気

質ガイドラインを公表した（表１－３）。一酸化

炭素は、WHO の空気質ガイドラインを踏まえ

て改正したものである。ベンゾ-a-ピレンと塩化

ビニルは閾値のない発がん物質と評価し、100

万分の 1 及び 10 万分の 1 の過剰発がんリスク

に対応する濃度を設定している。 

カナダ保健省では、アクロレインと二酸化炭

素の室内空気質ガイドラインを公表した（表１

－４）。ANSES については、2021 年度に新たに

公表された室内空気質ガイドラインはなかった。 

 

C.2 特定建築物における室内空気汚染化学物

質の実態調査（全国規模の横断）と健康リスク

の初期評価 

2020 年度の冬期では、マクロミルのモニター

から 18 件、直接調査協力依頼を行った事務所

から 37 件の試料を得た。2021 年度夏期では、

直接調査協力依頼を行った事務所から 36 件、

エイジェックのモニターから 75 件の試料を得

た。2021 年度冬期では、エイジェックのモニタ

ーから 75 件の試料を得た。健康リスク評価を

行うにあたっては、冬期と夏期でそれぞれ統合

し、2020 年度～2021 年度冬期で 130 件、2021

年度夏期で 111 件とした。 

表２－１及び２－２に有害性評価結果と非

発がんリスク評価値及びユニットリスクを示す。

調査を行った68物質のうち、7物質については、

非発がんリスク評価値やユニットリスクが得ら

れず有害性評価ができなかった。また、夏期の

3 物質については分析結果が得られなかった。 

これらの評価値に対して、2020 年度から 2021

年度にかけて冬期及び夏期に実施した全国調査

で得られた室内濃度の統計値（算術平均値、中

央値、最大値）に対して、各物質のリスク評価

値（RfC）を用い、曝露余裕度（MOE）を算出

した。また、各事務所での測定値が RfC を超え

ている割合（RfC 超過率）を冬期及び夏期で算

出した。冬期の結果を表２－３、夏期の結果を

表２－４、健康リスク評価結果のまとめを表２

－５に示す。 

健康リスク評価の結果、冬期夏期ともに、二

酸化窒素、塩化水素、ベンゼンのリスクが総じ

て高かった。二酸化窒素では、冬期夏期ともに

RfC 超過率が 60%を超えていた。塩化水素では

冬期の RfC 超過率が 70%を超えていた。ベンゼ

ンでは夏期の RfC 超過率が 40%を超えていた。

これら 3 つの物質のリスクは突出して高かった。 

アクロレイン、1,2-ジクロロエタン、トリクロ

ロエチレン、アセトアルデヒド、トルエン、ク

ロトンアルデヒド、クロロホルムでは、最大値

のリスクが高かった（A 判定）。しかしながら、

平均的にはそれほど高いリスクではなく（C 判

定）、特定の事務所において高濃度であったこと

が原因と考えられた。 

炭素数 9～18 の脂肪族炭化水素は冬期夏期と

もに平均的にリスクが高く、ホルムアルデヒド

は特に夏期でリスクが高い傾向（B 判定）にあ

った。その他、平均的にリスクが高い傾向にあ

ったのは、冬期夏期のオゾン、冬期のエタノー

ル、夏期の酢酸であった。 
 
 
D. 総括 

室内空気質ガイドラインに関する国際動向

を把握するために、WHO、ドイツ、フランス、

カナダにおける室内空気質ガイドラインの設定

状況を調査した。令和 3 年度以降に公表された

室内空気質ガイドラインでは、WHO が空気質

ガイドラインをアップデートしたことが大きな

動きであった。粒子状物質（PM2.5、PM10）、オ

ゾン、二酸化窒素、二酸化硫黄、一酸化炭素の

空気質ガイドラインが最新の科学的知見に基づ

き改正された。ドイツでは、メタクリル酸メチ

ル、ベンゾ-a-ピレン、アセトン、2-プロパノー

ル、一酸化炭素、塩化ビニルの指針値が新たに
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設定され、カナダではアクロレインと二酸化炭

素に室内空気質ガイドラインが設定された。 

特定建築物における室内空気汚染化学物質

の実態調査について、2020 年度～2021 年度冬期

で 130 件、2021 年度夏期で 111 件における 68

物質の室内濃度測定結果に対して健康リスク評

価を行った。その結果、冬期夏期ともに、二酸

化窒素、塩化水素、ベンゼンのリスクが総じて

高かった。アクロレイン、1,2-ジクロロエタン、

トリクロロエチレン、アセトアルデヒド、トル

エン、クロトンアルデヒド、クロロホルムでは、

特定の事務所でリスクが高かったが、平均的に

はそれほどリスクは高くなかった。炭素数 9～

18 の脂肪族炭化水素は冬期夏期ともに平均的

にリスクが高く、ホルムアルデヒドは夏期でリ

スクが高い傾向にあった。その他、平均的にリ

スクが高い傾向にあったのは、冬期夏期のオゾ

ン、冬期のエタノール、夏期の酢酸であった。 
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＜詳細データ＞ 

C1. 国内外における室内空気質ガイドラインの動向 

１．日本における室内濃度指針値の動向 

 

表１－１ 厚生労働省の室内濃度指針値 

化学物質 室内濃度指針値（μg/m3） 主な排出源 

ホルムアルデヒド 100 (0.08) 合板、接着剤 

トルエン 260 (0.07) 接着剤、塗料 

キシレン 200 (0.05)* 接着剤、塗料 

パラジクロロベンゼン 240 (0.04) 防虫剤 

エチルベンゼン 3800 (0.88) 断熱材、塗料、床材 

スチレン 220 (0.05) 断熱材、塗料、床材 

クロルピリホス 1 (0.00007)※小児 0.1 シロアリ駆除剤 

フタル酸ジ-n-ブチル 17 (0.0015)* 軟質塩ビ樹脂、塗料 

テトラデカン 330 (0.04) 接着剤、塗料 

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル 100 (0.0063)* 軟質塩ビ樹脂、塗料 

ダイアジノン 0.29 (0.00002) シロアリ駆除剤 

アセトアルデヒド 48 (0.03) 合板、接着剤 

フェノブカルブ 33 (0.0038) シロアリ駆除剤 

ノナナール 41 (0.007) 暫定値 合板、接着剤 

総揮発性有機化合物（TVOC） 400 暫定目標値 内装材、家具、家庭用品 
* 2019 年 1 月 17 日改正 （  ）内は 25℃換算時の体積濃度 ppm 

 

２．WHO の空気質ガイドラインアップデート 

WHO は、2021 年 9 月 22 日に空気質ガイドラインの改正を公表した（WHO, 2021）。粒子状物質

（PM2.5、PM10）、オゾン、二酸化窒素、二酸化硫黄、一酸化炭素の空気質ガイドラインが最新の科

学的知見に基づき改正された。 

 

表１－２ WHO の新しい空気質ガイドライン 

物質 アセスメントの概要 空気質ガイドライン キー研究 

PM2.5 全死亡（不慮の事故を除く）について、

最も低濃度で影響が観察された 5 つの

研究の 5 パーセンタイル値が 3.0 μg/m³ 

(Pinault et al., 2016), 3.2 μg/m³ (Cakmak et 

al., 2018), 3.5 μg/m³ (Pinault et al., 2017), 

4.8 μg/m³ (Villeneuve et al., 2015) and 6.7 

μg/m³ (Weichenthal et al., 2014)であり、

これらの平均値が 4.2 μg/m³となった。

PM2.5 の 影 響 が み ら れ な か っ た

Villeneuve et al., 2015 と Weichenthal et 

al., 2014 を除くと平均値が 4.9 μg/m³と

なった。これらの結果から出発点を

4.2–4.9 μg/m³ PM2.5とし、年平均値を 5 

5 μg/m3（年平均値） Pinault et al., 2016、Cakmak et 

al., 2018、Pinault et al., 2017、

Villeneuve et al., 2015 、

Weichenthal et al., 2014 
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μg/m³としている。 

1 日の全死亡（不慮の事故を除く）を指

標とし、年平均値のガイドライン 5 

μg/m3 に合致する日平均濃度の 99 パー

センタイル値を推算し、Liu et al., 2019

のデータから年平均値の 3 倍の値を導

出した。 

15 μg/m3（24 時間平

均値） 

Liu et al., 2019 

PM10 全死亡（不慮の事故を除く）について、

最も低濃度で影響が観察された 5 つの

研究の5パーセンタイル値が13.7 μg/m³ 

(Beelen et al., 2014), 15.0 μg/m³ (Bentayeb 

et al., 2015), 15.1 μg/m³ (Puett et al., 2008), 

15.9 μg/m³ (Carey et al., 2013) and 16.0 

μg/m³ (Hart et al., 2011)であり、これらの

平均値が 15.1 μg/m³となった。そこで年

平均値を 15 μg/m³としている。 

15 μg/m3（年平均値） Beelen et al., 2014、 

Bentayeb et al., 2015、 

Puett et al., 2008、 

Carey et al., 2013、 

Hart et al., 2011 

1 日の全死亡（不慮の事故を除く）を指

標とし、年平均値のガイドライン 15 

μg/m3 に合致する日平均濃度の 99 パー

センタイル値を推算し、Liu et al., 2019

のデータから年平均値の 3 倍の値を導

出した。 

45 μg/m3（24 時間平

均値） 

Liu et al., 2019 

オゾン 全死亡（不慮の事故を除く）について、

最も低濃度で影響が観察された 3 つの

研究のピーク季節の 5 パーセンタイル

値が 55 μg/m³ (Weichenthal, Pinault & 

Burnett, 2017), 56 μg/m³ (Cakmak et al., 

2018) and 68 μg/m³ (Di et al., 2017a)であ

り、これらの平均値が 60、または 64 

μg/m³となった。そこでピーク季節の 8

時間平均値を 60 μg/m³としている。 

60 μg/m3（8 時間平均

値、ピーク季節[平均

値が高濃度の 6 ヶ月

間]） 

Weichenthal, Pinault & 

Burnett, 2017、Cakmak et al., 

2018、Di et al., 2017 

全死亡（不慮の事故を除く）を指標と

し、6 ヶ月のピーク値ガイドライン 60 

μg/m³が年平均値 48.7 μg/m³に相当する

と計算し、日平均値の 99 パーセンタイ

ルと 8 時間日最大値への換算を行い、8

時間日最大値を 100 μg/m³としている。 

100 μg/m3（8 時間の

日最大値） 

Vicedo-Cabrera et al. 2020、

Turner et al., 2016、de Hoogh 

et al., 2018 

二酸化窒素 全死亡（不慮の事故を除く）について、

最も低濃度で影響が観察された 5 つの

研究の 5 パーセンタイル値が 7.3 μg/m³ 

(Tonne & Wilkinson, 2013), 8.3 μg/m³ in 

two separate studies (Hart et al., 2011, 

10 μg/m3（年平均値） Tonne & Wilkinson, 2013、

Hart et al., 2011, 2013、Turner 

et al., 2016、Carey et al., 2013 
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2013), 9.6 μg/m³ (Turner et al., 2016) and 

10.3 μg/m³ (Carey et al., 2013 であり、こ

れらの平均値が 8.8 μg/m³となった。そ

こで年平均値を 10 μg/m³としている。 

1 日の全死亡（不慮の事故を除く）を指

標とし、年平均値のガイドライン 10 

μg/m3 に合致する日平均濃度の 99 パー

センタイル値を推算し、Liu et al., 2019

のデータから年平均値の 2.5 倍の値を

導出した。 

25 μg/m3（24 時間平

均値） 

Liu et al., 2019 

 200 μg/m3（1 時間平

均値）* 

改正なし 

二酸化硫黄 1 日の喘息による入院や救急搬送、全死

亡（不慮の事故除く）、呼吸器疾患死亡

を指標とし、30 μg/m³の日平均濃度の増

加分を算出し、10 μg/m³の年平均濃度に

加算して 24 時間平均値 40 μg/m³、また

は99パーセンタイル値と年平均値との

差を 4 倍と推算して 24 時間平均値 40 

μg/m³としている。 

40 μg/m3（24 時間平

均値） 

Liu et al., 2019、Zheng et al. 

2021、Orellano, Reynoso & 

Quaranta 2021 

 500 μg/m3（10 分平均

値）* 

改正なし 

一酸化炭素 入院と心筋梗塞による死亡を指標と

し、中央値 1.15 mg/m³を観察された最

も低濃度とし、相対リスク 1.019 を用い

て心筋梗塞が 5.4%増となる日平均濃度

として 4 mg/m³を導出している。 

4 mg/m3（24 時間平均

値） 

Lee et al. 2020 

 10 mg/m3（8 時間平均

値）* 

35 mg/m3（1 時間平均

値）* 

100 mg/m3（15 分平均

値）* 

改正なし 

* 改正されず現状維持とされたガイドライン 

 

３．ドイツ連邦環境庁の室内空気質ガイドライン 

令和 3 年度に新たに公表された室内空気質ガイドラインは、メタクリル酸メチル（IRK, 2021a）、

アセトン（IRK, 2021b）、2-プロパノール（IRK, 2021c）、ベンゾ-a-ピレン（IRK, 2021d）、塩化ビニル

（IRK, 2021e）、一酸化炭素（IRK, 2021f）であった。 

 

表１－３ ドイツ連邦環境庁の室内空気質ガイドライン（2021 年度） 

物質 エンドポイント等 指針値 キー研究 

メタクリル ラットの吸入慢性毒 ・指針値 II：2.1 mg/m3 Hazleton (1979), Lomax 
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酸 メ チ ル

(CAS no. 

80-62-6) 

性試験における嗅上

皮の変性 

・指針値 I：1.1 mg/m3 et al. (1992, 1997) from 

Ref. IRK 2020a 

ア セ ト ン

(CAS no. 

67-64-1) 

マウスの吸入発達毒

性試験における胎児

の骨化の減少 

・指針値 II：160 mg/m3 

・指針値 I： 53 mg/m3 

Mast et al., 1988; NTP, 

1988 from Ref. IRK 

2020b 

2-プロパノ

ー ル (CAS 

no. 67-63-0) 

ラットの吸入慢性毒

性試験における腎臓

傷害 

・指針値 II：45 mg/m3 

・指針値 I：22 mg/m3 

Burleigh-Flayer et al. 

1997 from Ref. IRK 

2020c 

ベンゾ-a-ピ

レン 

職業性曝露の疫学調

査に基づく過剰肺が

んリスク 

100 万分の 1 の過剰発がんリス

クに対応する濃度として約

0.033 ng/m3 

 

10万分の 1の過剰発がんリスク

に対応する濃度では約 0.33 

ng/m3 

 

指針値としては、ドイツの実態

調査（von Neumann et al., 2020  

from IRK 2021d）から、居間で

0.79 ng/m3が 95 パーセンタイル

値であったことから、0.8 ng/m3

を暫定的に勧告 

Armstrong et al. (2003, 

2004) from IRK 2021d 

塩化ビニル 職業性曝露の疫学調

査に基づく肝臓の血

管肉腫のリスク 

100 万分の 1 の過剰発がんリス

クに対応する濃度として 2.3 

μg/m3 

 

10万分の 1の過剰発がんリスク

に対応する濃度では 23 μg/m3 

DFG (2019) from Ref. 

IRK 2020e 

一酸化炭素 WHO の空気質ガイド

ラインに準じる 

4 mg/m3（24 時間平均値） 

10 mg/m3（8 時間平均値） 

35 mg/m3（1 時間平均値） 

100 mg/m3（15 分平均値） 

WHO (2021) 

※指針値 II（RW II）は、既知の毒性および疫学的な科学的知見に基づき定められた値であり、不確実性が考慮され

ている。RW II を越えていたならば、特に、長時間在住する感受性の高い居住者の健康に有害となる濃度として、

即座に濃度低減のための行動を起こすべきと定義されている。指針値 I（RW I）は、長期間曝露したとしても健康

影響を引き起こす十分な科学的根拠がない値である。従って、RW I を越えていると、健康上望ましくない平均的

な曝露濃度よりも高くなるため、予防のために、RW I と RW II の間の濃度である場合には行動する必要があると

定義されている。RW I は、RW II に不確実係数 10 を除した値、つまり RW II の 10 分の 1 の値が定められている。

不確実係数 10 は慣例値を使用している。RW I は、改善の必要性を示す値としての役割を果たすことができる。可

能であれば、RW I の達成を目指すのではなく、それ以下の濃度に維持することを目指すべきであるとされている。 
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４．カナダ保健省 

カナダ保健省は、居住環境用の室内空気質ガイドラインを公表している（Health Canada, 2021a）。

2021 年度、アクロレイン（Health Canada, 2021b）と二酸化炭素（Health Canada, 2021c）の室内空気

質ガイドラインを公表した。 

 

表１－４ カナダ保健省の室内空気質ガイドライン（2021 年度） 

物質 キー研究 ガイドライン Ref. 

アクロレイ

ン 

ヒトの眼の刺激 短時間（1 時間） 

38 μg/m3 

Dwivedi et al. (2015) 

ラットの鼻腔の嗅上皮の変性 長時間（24 時間） 

0.44 μg/m3 

Dorman et al. (2008) 

二酸化炭素 近年の疫学研究や実験研究によ

って、二酸化炭素濃度の増加と、

粘膜や呼吸器系（目の刺激、喉の

痛み、喉の渇き、鼻づまりや鼻水、

くしゃみ、咳、鼻炎など）への影

響や生産性（意思決定、課題の成

果、試験成績など）の低下、神経

生理学的症状（頭痛、疲労、倦怠

感、めまい、集中困難など）に関

するリスクの増加に関する報告

がある。これらの因果関係に関す

る証拠は十分ではないが、

1000ppm 以上でこれらの影響の

大半が報告されている。従って、

室内空気質に対する改善度合い

を認識する、あるいは健康に対す

る有益性を鑑みると、1000 ppm は

曝露限界値として適切であると

判断した。 

長時間（24 時間） 

1000 ppm (1800 mg/m3) 

Health Canada (2021c) 

 

５．フランス環境労働衛生安全庁（ANSES） 

フランスでは室内空気指針値（VGAI）が定められている（ANSES, 2021）。今年度に新たに公表さ

れた室内空気質ガイドラインはなかった。 
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C2. 特定建築物における室内空気汚染化学物質の実態調査と健康リスク評価結果 
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表２－３ 2020 年度冬期及び 2021 年度冬期連結の健康リスク評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均値 中央値 最大値 平均値 中央値 最大値

ホルムアルデヒド 130 8.4 6.4 155.7 11.9 15.6 0.64 0.8%
アセトアルデヒド 130 10.6 6.3 198.8 11.3 19.0 0.60 0.8%
プロピオンアルデヒド 130 2.7 0.0 22.9 22.4 60000.0 2.6 0.0%
n-ペンタナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
i-ペンタナール 130 0.1 0.0 4.1 2353.4 130000.0 32.0 0.0%
ヘキサナール 130 0.2 0.0 20.5 826.2 130000.0 6.4 0.0%
ヘプタナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
オクタナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ノナナール 130 0.4 0.0 23.0 324.8 130000.0 5.6 0.0%
デカナール 130 0.1 0.0 14.5 1165.8 130000.0 9.0 0.0%
アクロレイン 130 0.1 0.0 9.1 16.1 1600.0 0.18 1.5%
クロトンアルデヒド 130 0.3 0.0 6.0 21.6 6100.0 1.02 0.0%
2-ノネナール 130 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ベンズアルデヒド 130 0.1 0.0 5.4 1200.0 90000.0 16.6 0.0%
o-トルアルデヒド 130 0.0 0.0 0.0 - - - -
p-トルアルデヒド 130 0.1 0.0 8.6 - - - -
2,5-ジメチルベンズアルデヒド 130 0.0 0.0 0.0 - - - -
アセトン 130 13.6 10.3 143.5 971.2 1291.2 92.3 0.0%
メチルエチルケトン 130 1.0 0.0 33.7 8864.9 8686000.0 257.9 0.0%
メチルイソブチルケトン 130 0.1 0.0 3.2 5305.1 329000.0 103.4 0.0%
シクロヘキサン 75 2.6 0.7 61.2 598.9 2064.4 25.1 0.0%
n-ヘキサン 130 9.1 4.6 272.9 53.4 104.7 1.8 0.0%
n-ヘプタン 130 1.4 0.4 98.8 - - - -
2,4-ジメチルペンタン 55 0.2 0.0 11.0 - - - -
2,2,4-トリメチルペンタン 130 0.1 0.0 2.3 - - - -
n-オクタン 130 0.7 0.5 7.2 353.0 479.2 34.0 0.0%
n-ノナン 130 1.4 0.5 35.3 177.3 460.9 7.0 0.0%
n-デカン 130 14.7 5.7 741.4 16.7 42.8 0.33 0.8%
n-ウンデカン 130 1.8 1.1 23.4 139.5 229.3 10.5 0.0%
n-ドデカン 130 8.3 8.2 57.4 29.8 30.2 4.3 0.0%
n-トリデカン 130 4.7 3.0 41.8 52.4 81.2 5.9 0.0%
n-テトラデカン 130 10.1 9.9 31.5 24.3 24.9 7.8 0.0%
n-ペンタデカン 130 1.5 0.4 20.7 161.6 586.6 11.9 0.0%
n-ヘキサデカン 130 2.3 1.3 14.5 109.2 195.2 17.0 0.0%
ベンゼン 130 1.2 0.8 24.0 1.4 2.1 0.07 10.8%
トルエン 130 10.1 4.6 397.1 25.8 56.1 0.65 0.8%
o-キシレン 130 1.0 0.5 9.6 207.2 390.4 20.9 0.0%
m,p-キシレン 130 2.7 1.3 35.2 75.2 158.5 5.7 0.0%

エチルベンゼン 130 2.8 1.1 70.2 134.7 339.4 5.3 0.0%
1,3,5-トリメチルベンゼン 130 0.3 0.2 3.0 352.1 656.4 36.1 0.0%
1,2,4-トリメチルベンゼン 130 1.2 0.7 9.9 88.6 147.7 11.1 0.0%
1,2,3-トリメチルベンゼン 130 0.3 0.2 3.1 399.3 590.2 35.7 0.0%
1,2,4,5-テトラメチルベンゼン 130 0.1 0.0 1.6 - - - -

スチレン 130 0.0 0.0 2.0 1979.1 81000.0 39.9 0.0%

クロロホルム 130 0.5 0.4 12.7 36.6 46.5 1.4 0.0%

四塩化炭素 130 0.2 0.0 2.5 34.0 6400.0 2.6 0.0%

クロロジブロモメタン 130 0.0 0.0 1.5 30870.3 357000.0 237.5 0.0%
1,1,1-トリクロロエタン 130 0.0 0.0 0.0 55324816.7 1920000.0 425575.5 0.0%
1,2-ジクロロエタン 130 0.1 0.0 2.3 31.5 1600.0 0.68 1.5%
1,2-ジクロロプロパン 55 0.1 0.0 3.7 371.2 25000.0 6.7 0.0%
トリクロロエチレン 130 0.6 0.0 43.9 37.6 23000.0 0.52 0.8%
テトラクロロエチレン 130 0.1 0.0 1.5 4173.1 250000.0 168.6 0.0%
1,4-ジクロロベンゼン 130 1.7 0.5 103.5 127.5 443.7 2.1 0.0%
エタノール 75 3042.9 2645.9 9238.4 7.4 8.5 2.4 0.0%
1-ブタノール 55 0.7 0.2 9.3 195.6 748.4 14.4 0.0%
2-エチル-1-ヘキサノール 130 1.7 0.8 14.8 33.3 67.2 3.7 0.0%
TMPD-MIB 130 2.3 1.8 22.1 241.9 306.0 25.2 0.0%
TMPD-DIB 75 3.8 2.4 15.4 43.9 68.4 10.9 0.0%
α-ピネン 130 0.3 0.2 6.2 7391.2 14670.8 361.6 0.0%
d-リモネン 130 6.7 2.2 393.4 675.1 2076.0 11.4 0.0%
酢酸エチル 130 4.4 2.8 31.5 25.7 40.4 3.6 0.0%
酢酸-n-ブチル 130 1.6 1.3 24.9 434.8 557.3 28.1 0.0%
ギ酸 75 13.3 11.8 27.4 16.1 18.1 7.8 0.0%
酢酸 75 39.0 32.2 93.1 15.3 18.5 6.4 0.0%
塩化水素 75 17.6 15.7 59.0 0.61 0.68 0.18 72.0%
二酸化窒素 75 15.3 12.2 114.8 0.65 0.82 0.09 61.3%
アンモニア 74 3.6 3.2 7.8 90.3 99.8 41.8 0.0%
オゾン 130 7.4 7.1 32.9 8.1 8.5 1.8 0.0%

N
室内濃度(μg/m3) MOE RfC

超過率
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表２－４ 2021 年度夏期の健康リスク評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均値 中央値 最大値 平均値 中央値 最大値

ホルムアルデヒド 111 12.9 11.5 60.0 7.7 8.7 1.7 0.0%
アセトアルデヒド 111 11.1 8.0 61.7 10.8 15.0 1.9 0.0%
プロピオンアルデヒド 111 2.1 0.0 23.1 28.7 60000.0 2.6 0.0%
n-ペンタナール 111 0.0 0.0 3.9 3679.7 130000.0 33.2 0.0%
i-ペンタナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ヘキサナール 111 0.3 0.0 15.2 499.5 130000.0 8.6 0.0%
ヘプタナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
オクタナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ノナナール 111 0.7 0.0 38.3 192.1 130000.0 3.4 0.0%
デカナール 111 0.2 0.0 19.2 749.8 130000.0 6.8 0.0%
アクロレイン 111 0.0 0.0 0.0 1600.0 1600.0 1600.0 0.0%
クロトンアルデヒド 111 0.2 0.0 6.2 36.9 6100.0 0.98 0.9%
2-ノネナール 111 0.0 0.0 0.0 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ベンズアルデヒド 111 0.0 0.0 0.0 90000.0 90000.0 90000.0 0.0%
o-トルアルデヒド 111 0.0 0.0 0.0 - - - -
p-トルアルデヒド 111 0.0 0.0 4.1 - - - -
2,5-ジメチルベンズアルデヒド 111 0.0 0.0 0.0 - - - -
アセトン 111 12.4 9.7 66.1 1067.5 1362.5 200.4 0.0%
メチルエチルケトン 111 0.0 0.0 2.6 228552.8 8686000.0 3326.8 0.0%
メチルイソブチルケトン 111 0.2 0.0 1.6 1762.6 329000.0 204.0 0.0%
シクロヘキサン 111 1.3 0.0 65.6 1182.7 1536000.0 23.4 0.0%
n-ヘキサン 111 5.2 2.7 198.8 93.6 180.8 2.4 0.0%
n-ヘプタン 111 0.5 0.0 11.9 - - - -
2,4-ジメチルペンタン - - - - - - - -
2,2,4-トリメチルペンタン 111 0.0 0.0 3.1 - - - -
n-オクタン 111 1.0 0.0 8.8 243.6 246000.0 27.8 0.0%
n-ノナン 111 0.6 0.0 38.5 428.1 246000.0 6.4 0.0%
n-デカン 111 195.9 13.7 20061.1 1.3 18.0 0.012 0.9%
n-ウンデカン 111 1.2 0.6 31.5 207.5 423.6 7.8 0.0%
n-ドデカン 111 5.4 3.5 77.7 45.5 69.4 3.2 0.0%
n-トリデカン 111 4.5 1.8 135.0 54.6 133.5 1.8 0.0%
n-テトラデカン 111 9.4 6.5 109.8 26.2 38.0 2.2 0.0%
n-ペンタデカン 111 0.1 0.0 3.6 1695.8 246000.0 68.0 0.0%
n-ヘキサデカン 111 0.4 0.0 4.5 578.8 246000.0 54.6 0.0%
ベンゼン 111 1.6 1.2 5.0 1.1 1.4 0.34 41.4%
トルエン 111 8.7 5.9 125.6 29.9 44.1 2.1 0.0%
o-キシレン 111 0.6 0.4 5.5 310.8 517.3 36.1 0.0%
m,p-キシレン 111 1.9 1.5 12.1 106.8 131.2 16.6 0.0%

エチルベンゼン 111 1.9 1.6 10.6 192.4 234.3 35.0 0.0%
1,3,5-トリメチルベンゼン 111 0.3 0.0 3.8 343.6 110000.0 28.9 0.0%
1,2,4-トリメチルベンゼン 111 1.2 0.6 15.4 92.7 198.4 7.1 0.0%
1,2,3-トリメチルベンゼン 111 0.2 0.0 8.9 603.8 110000.0 12.4 0.0%
1,2,4,5-テトラメチルベンゼン 111 0.1 0.0 14.6 - - - -

スチレン 111 0.0 0.0 0.0 81000.0 81000.0 81000.0 0.0%

クロロホルム 111 0.7 0.0 41.2 25.1 18000.0 0.44 0.9%

四塩化炭素 111 0.0 0.0 2.2 320.9 6400.0 2.9 0.0%

クロロジブロモメタン 111 0.0 0.0 0.0 357000.0 357000.0 357000.0 0.0%
1,1,1-トリクロロエタン 111 0.0 0.0 0.0 1920000.0 1920000.0 1920000.0 0.0%
1,2-ジクロロエタン 111 0.0 0.0 1.8 66.0 1600.0 0.89 0.9%
1,2-ジクロロプロパン - - - - - - - -
トリクロロエチレン 111 0.2 0.0 2.9 138.0 23000.0 7.9 0.0%
テトラクロロエチレン 111 0.0 0.0 3.3 8536.3 250000.0 76.9 0.0%
1,4-ジクロロベンゼン 111 0.9 0.6 13.5 246.5 383.3 15.8 0.0%
エタノール 111 1078.0 538.1 17711.1 21.0 42.0 1.3 0.0%
1-ブタノール - - - - - - - -
2-エチル-1-ヘキサノール 111 4.3 1.9 33.2 12.6 28.3 1.7 0.0%
TMPD-MIB 111 3.0 2.9 14.1 183.4 194.1 39.5 0.0%
TMPD-DIB 111 6.3 0.0 146.6 26.4 167000.0 1.1 0.0%
α-ピネン 111 0.0 0.0 1.5 54947.2 2250000.0 1486.1 0.0%
d-リモネン 111 1.7 0.0 94.2 2647.9 4500000.0 47.8 0.0%
酢酸エチル 111 5.1 3.5 46.1 22.1 33.0 2.5 0.0%
酢酸-n-ブチル 111 0.6 0.0 12.1 1145.6 700000.0 58.0 0.0%
ギ酸 111 20.3 19.7 49.3 10.5 10.9 4.3 0.0%
酢酸 111 88.6 89.1 251.8 6.7 6.7 2.4 0.0%
塩化水素 111 8.7 5.5 89.5 1.2 1.9 0.12 14.4%
二酸化窒素 111 14.9 13.5 63.6 0.67 0.74 0.16 64.9%
アンモニア 110 11.8 11.5 23.5 27.5 28.2 13.8 0.0%
オゾン 111 13.9 11.4 48.4 4.3 5.3 1.2 0.0%

N
RfC
超過率

室内濃度(μg/m3) MOE
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表２－５ 健康リスク評価のまとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021年度夏期 2020年度冬期及び2021年度冬期連結

平均値 中央値 最大値 平均値 中央値 最大値

二酸化窒素 111 0.67 0.74 0.16 64.9% 75 0.65 0.82 0.09 61.3%
塩化水素 111 1.2 1.9 0.12 14.4% 75 0.61 0.68 0.18 72.0%
ベンゼン 111 1.1 1.4 0.34 41.4% 130 1.4 2.1 0.07 10.8%
アクロレイン 111 1600.0 1600.0 1600.0 0.0% 130 16.1 1600.0 0.18 1.5%
1,2-ジクロロエタン 111 66.0 1600.0 0.89 0.9% 130 31.5 1600.0 0.68 1.5%
n-デカン 111 1.3 18.0 0.012 0.9% 130 16.7 42.8 0.33 0.8%
トリクロロエチレン 111 138.0 23000.0 7.9 0.0% 130 37.6 23000.0 0.52 0.8%
アセトアルデヒド 111 10.8 15.0 1.9 0.0% 130 11.3 19.0 0.60 0.8%
ホルムアルデヒド 111 7.7 8.7 1.7 0.0% 130 11.9 15.6 0.64 0.8%
トルエン 111 29.9 44.1 2.1 0.0% 130 25.8 56.1 0.65 0.8%
クロトンアルデヒド 111 36.9 6100.0 0.98 0.9% 130 21.6 6100.0 1.02 0.0%

クロロホルム 111 25.1 18000.0 0.44 0.9% 130 36.6 46.5 1.4 0.0%
n-ヘキサン 111 93.6 180.8 2.4 0.0% 130 53.4 104.7 1.8 0.0%
オゾン 111 4.3 5.3 1.2 0.0% 130 8.1 8.5 1.8 0.0%
1,4-ジクロロベンゼン 111 246.5 383.3 15.8 0.0% 130 127.5 443.7 2.1 0.0%
エタノール 111 21.0 42.0 1.3 0.0% 75 7.4 8.5 2.4 0.0%

四塩化炭素 111 320.9 6400.0 2.9 0.0% 130 34.0 6400.0 2.6 0.0%
プロピオンアルデヒド 111 28.7 60000.0 2.6 0.0% 130 22.4 60000.0 2.6 0.0%
酢酸エチル 111 22.1 33.0 2.5 0.0% 130 25.7 40.4 3.6 0.0%
2-エチル-1-ヘキサノール 111 12.6 28.3 1.7 0.0% 130 33.3 67.2 3.7 0.0%
n-ドデカン 111 45.5 69.4 3.2 0.0% 130 29.8 30.2 4.3 0.0%

エチルベンゼン 111 192.4 234.3 35.0 0.0% 130 134.7 339.4 5.3 0.0%
ノナナール 111 192.1 130000.0 3.4 0.0% 130 324.8 130000.0 5.6 0.0%
m,p-キシレン 111 106.8 131.2 16.6 0.0% 130 75.2 158.5 5.7 0.0%
n-トリデカン 111 54.6 133.5 1.8 0.0% 130 52.4 81.2 5.9 0.0%
ヘキサナール 111 499.5 130000.0 8.6 0.0% 130 826.2 130000.0 6.4 0.0%
酢酸 111 6.7 6.7 2.4 0.0% 75 15.3 18.5 6.4 0.0%
1,2-ジクロロプロパン - - - - - 55 371.2 25000.0 6.7 0.0%
n-ノナン 111 428.1 246000.0 6.4 0.0% 130 177.3 460.9 7.0 0.0%
n-テトラデカン 111 26.2 38.0 2.2 0.0% 130 24.3 24.9 7.8 0.0%
ギ酸 111 10.5 10.9 4.3 0.0% 75 16.1 18.1 7.8 0.0%
デカナール 111 749.8 130000.0 6.8 0.0% 130 1165.8 130000.0 9.0 0.0%
n-ウンデカン 111 207.5 423.6 7.8 0.0% 130 139.5 229.3 10.5 0.0%
TMPD-DIB 111 26.4 167000.0 1.1 0.0% 75 43.9 68.4 10.9 0.0%
1,2,4-トリメチルベンゼン 111 92.7 198.4 7.1 0.0% 130 88.6 147.7 11.1 0.0%
アンモニア 110 27.5 28.2 13.8 0.0% 74 90.3 99.8 41.8 0.0%
d-リモネン 111 2647.9 4500000.0 47.8 0.0% 130 675.1 2076.0 11.4 0.0%
n-ペンタデカン 111 1695.8 246000.0 68.0 0.0% 130 161.6 586.6 11.9 0.0%
1-ブタノール - - - - - 55 195.6 748.4 14.4 0.0%
ベンズアルデヒド 111 90000.0 90000.0 90000.0 0.0% 130 1200.0 90000.0 16.6 0.0%
n-ヘキサデカン 111 578.8 246000.0 54.6 0.0% 130 109.2 195.2 17.0 0.0%
o-キシレン 111 310.8 517.3 36.1 0.0% 130 207.2 390.4 20.9 0.0%
シクロヘキサン 111 1182.7 1536000.0 23.4 0.0% 75 598.9 2064.4 25.1 0.0%
TMPD-MIB 111 183.4 194.1 39.5 0.0% 130 241.9 306.0 25.2 0.0%
酢酸-n-ブチル 111 1145.6 700000.0 58.0 0.0% 130 434.8 557.3 28.1 0.0%
i-ペンタナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 2353.4 130000.0 32.0 0.0%
n-オクタン 111 243.6 246000.0 27.8 0.0% 130 353.0 479.2 34.0 0.0%
1,2,3-トリメチルベンゼン 111 603.8 110000.0 12.4 0.0% 130 399.3 590.2 35.7 0.0%
1,3,5-トリメチルベンゼン 111 343.6 110000.0 28.9 0.0% 130 352.1 656.4 36.1 0.0%

スチレン 111 81000.0 81000.0 81000.0 0.0% 130 1979.1 81000.0 39.9 0.0%
アセトン 111 1067.5 1362.5 200.4 0.0% 130 971.2 1291.2 92.3 0.0%
メチルイソブチルケトン 111 1762.6 329000.0 204.0 0.0% 130 5305.1 329000.0 103.4 0.0%
テトラクロロエチレン 111 8536.3 250000.0 76.9 0.0% 130 4173.1 250000.0 168.6 0.0%

クロロジブロモメタン 111 357000.0 357000.0 357000.0 0.0% 130 30870.3 357000.0 237.5 0.0%
メチルエチルケトン 111 228552.8 8686000.0 3326.8 0.0% 130 8864.9 8686000.0 257.9 0.0%
α-ピネン 111 54947.2 2250000.0 1486.1 0.0% 130 7391.2 14670.8 361.6 0.0%
n-ペンタナール 111 3679.7 130000.0 33.2 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
ヘプタナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
オクタナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
2-ノネナール 111 130000.0 130000.0 130000.0 0.0% 130 130000.0 130000.0 130000.0 0.0%
1,1,1-トリクロロエタン 111 1920000.0 1920000.0 1920000.0 0.0% 130 55324816.7 1920000.0 425575.5 0.0%
o-トルアルデヒド 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
p-トルアルデヒド 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
2,5-ジメチルベンズアルデヒド 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
n-ヘプタン 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
2,4-ジメチルペンタン - - - - - 55 - - - 0.0%
2,2,4-トリメチルペンタン 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
1,2,4,5-テトラメチルベンゼン 111 - - - 0.0% 130 - - - 0.0%
C4～C11の飽和脂肪族非環式アルデヒド 111 113.5 130000.0 3.4 0.0% 130 179.5 130000.0 3.0 0.0%
C9～C18の脂肪族炭化水素 111 1.1 8.4 0.012 1.8% 130 5.4 6.9 0.3 0.8%
キシレン 111 79.5 108.4 11.7 0.0% 130 55.2 113.5 4.5 0.0%
トリメチルベンゼン 111 65.2 187.2 3.9 0.0% 130 60.1 101.6 6.9 0.0%

MOE RfC
超過率

N
MOE RfC

超過率
N
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